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去る 6月 15 日（日）に第 21 回通常総会を開催いたしました。 

その折にもお伝えしましたが、現在、医療的ケア及び重症心身障

害児者対応型グループホームと通所施設の建設が着々と進んでおり

ます。この施設整備は、国県及び豊岡市より補助金を頂いて実現に

向かうことでき、30 年来の切実な願いがようやく叶う時が近づいて

きました。しかしながら、決して十分なものとは言えない現実もあ

ります。人材不足や制度・医療の壁などいくつもの困難が待ち受け

ています。それらに立ち向かい、諦めることなく着実に一歩ずつ歩み続ける所存です。どうか、

皆様の継続的なご支援をよろしくお願いいたします。 

さて、当会では、様々な困難さがある中、「ピンチをチャンスに！」を合言葉に、旅行やフェス

タなどの活動を継続してまいりました。またこの間、福祉サービス事業においては、日中活動事

業各種・生活支援事業各種それぞれの充実に向け邁進してまいりました。しかし、昨今の物価の

高騰・脆弱な経済力、今後も障害福祉サービスを必要とされる方は増え、重度化・高齢化も進み

ます。まだまだ障害者支援の質と量の課題が山積しています。 

障害者団体として、当事者として、地域住民として、自助・共助の取り組みをできる限り進め

ていく所存です。障害者が地域で当たり前に、生き生きと暮らせる街の実現に向け、皆様のお力

添えをお願いし、新年度を迎えてのご挨拶とさせていただきます。 
                     理事長 中井 佳与子 
 

 
 

 
第 21 回通常総会が、6 月 15 日（日）にはばたけ OLUOLU3 階

会議室にて開催されました。 

豊岡市長・門間雄司様をはじめ多数のご来賓の皆様にご臨席賜

り、大勢の会員様にもご出席いただき、滞りなく終了いたしました。

すべての議案が異議なく承認されました。 
 今回は理事・監事の改選年で、4 人の方が退任され、新たに沼田晃用氏・福本飛蔵氏・津禰鹿

知絵里氏・國谷祥代氏が就任されました。 

新年度を迎えて～理事長よりご挨拶～ 

第２１回 通常総会 
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 ほっとの玄関壁面アートは、個性的な鯉のぼりが 3 尾元気

に泳いでいます。利用者さんは毎年出品しているがっせぇアー

ト作品に取り組んでいます。またどんな作品を出したいか等を

相談しながら、各自持っている力を

発揮し制作中です。 
今年も恒例の夏野菜作りをしており、塩津の畑では種からいんげん

豆を、苗からはミニトマトとピーマンを育てています。LAU の畑では、

ミニトマトとさつま芋を育てます。近年の暑さに負けず、美味しい実

がなってくれますようにと水やりや草取りをしながら大きくなるのを

楽しんでいます。 
4 月から新職員さんが増えました。皆さんの一言インタビューを紹介します。 

・いろんな場面に積極的に参加していきたいと思いますのでよろしくお願いします。（I） 
・利用者さんをよく知る事と自分を覚えてもらう事に重点を置き元気に頑張ります。（Y） 
・自分が居ることで、利用者さんの安心感に繋がるようになれたらと思います。（F） 
・分からない事もありますが、多くの方に支えて頂き頑張っています。（M） 
・利用者さんに寄り添える職員になりたいです。頑張ります。（T） 
・反省点を生かし、より仕事ができるよう精進します。（A） 
・HABATAKE の職員になっていることがとても嬉しいです。（S） 
・より熱心に働くために、日本語を上達させます。（U） 
今年度もほっと一丸となり、「やってよかったなぁ 楽しかったなぁ また経験

してみたいなぁ」と感じてもらえるよう色んな活動に挑戦していきたいです。

また、職員全員で、はばたけの行動指針に沿えるよう、日々、利用者さんとの

コミュニケーションを深めて参りたいと思います。                 ＜N＞ 
               

 
 
 

 
4 月にお花見に行きました。今年は、日吉神社へ歩いて

いきました。現地ではゆっくりお花見をされた利用者さん

もいれば、桜の木の下でバドミントンをされた利用者さん

もおられました。気温も暖かくおでかけしやすい季節にな

り、じゃんぷでは、利用者さんが職員と相談しお出かけで

きる機会を増やし、楽しく活動しています。 
 
月に一度アート作品作成の時間を設け、季節にちなんだアート

作品を作っています。飾って季節を楽しむため、翌月の季節感を

感じられる作品を作成しています。5 月には、6 月の梅雨にちな

んで、あじさいやカエル、カタツムリ等の折り紙を、利用者さん

が紙皿に個々に貼りつけ、とても楽しそうに個性豊かな作品を作

る事が出来ました。          
 ＜Ｔ＞ 

                       

生活介護 ほっと より 

生活介護 じゃんぷ より 
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すいーつでは 4月に余暇活動として、日高の八代水門へ

花見に行きました。前日に雨が降ったこともあり桜が散っ

ていないか心配していましたが、無事満開の桜を見ること

が出来ました。桜の木の下でジュースを飲み、お菓子を食

べながら談笑するなど皆さんとても楽しそうに過ごされ

ました。 

pono（ポノ）は 4 月 21 日よりインターネット販売を開

始いたしました。１人でも多くの人達に pono のお菓子を

手に取ってもらえるように頑張ってまいります。 

まだまだ不慣れなため、梱包作業や配送準備に手間取る事もあ

りますが、職員と利用者さんとで協力し合って頑張っていきた

いと思います。ぜひご利用ください。 

なお最新情報はホームページ、インスタグラム等で随時お知ら

せいたします。ぜひご利用ください。 

 ＜O＞ 
 
 

 
 

 昨年度、4 名の卒業される子どもさんを見送り、新年度にな

りました。それぞれ進学・進級され、学校終了後、「ただいま

ー！」「こんにちは」「にっこり笑顔」など、元気な様子でつ

くしに来所されています。 
 学校で、勉強など頑張って取り組まれた後で、お疲れの様

子の時もありますが、みなさん、つくしでのそれぞれの個別

課題（ワーク）やみんな一緒の集団活動にも元気に参加されて

います。 
 集団活動では、昨年度まで、挨拶・司会進行などリードしていた

高等部 3 年生の利用者さんが卒業された後を、しっかりと務められ

る姿が見られたり、利用開始当初は、みんなの前で話すことが難

しかった利用者さんが、年下の子どもさんが取り組みやすい方法

を提案されたりしています。また、集団活動に参加することが難

しかった利用者さんが、みんなと一緒に活動できたり、おやつの

準備を役割として担い、手際よく取り組まれたり、みなさんそれ

ぞれの成長を感じています。 
 主に 1 日利用日にですが、公園遊びやお出かけもしています。5 月

には、春の遠足（但馬ドーム）に行って来ました。高原の爽やかな空気の

中、みなさんそれぞれに、表情よく体を目一杯動かして過ごしておられました。 
5 月には、新しい友達が入って来られました。少しずつ、ゆっくりと、みんな温かいつくしの雰

囲気に慣れてもらえたら嬉しいです。 
                          ＜S＞ 

 

障害児通所支援事業 つくし より 

就労継続支援 B型 すいーつより 
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ヘルパーステーションはぁとでは、居宅介護（身体介護・通院等介助・家事援助・行動援

護・重度訪問介護）・移動支援の各種事業を行っています。 
～移動支援（休日の外出の一例紹介）～ 

日中事業所がお休みの日に、市内各所にて食事や買い物など利用されました。お一人での外

食を楽しむために、お店を選ぶところからヘルパーと一緒に考えて計画され、当日お店に行

き、メニューを見てご自身で選び食事をされました。その後はショッピングセンターで買い物

などされ、色々なお店を周り買いたいものを吟味されていました。 
普段はご家族で行かれることが多いようですが、ヘルパーと一緒に会話も楽しまれて、とても

有意義な時間を過ごすことができたようです。                  ＜O＞ 
 

 
 

 
昨年度より、インドネシアから 4 名の実習生が当法人で研修し

ながら働いています。「ほっと」や「じゃんぷ」など日中の生活介

護事業での研修が主ですが、本年度より OHANA「にじー１」にもそれ

ぞれ週に一回研修に入っています。 

今はまだ宿直勤務はなく、夜 22 時までの勤務です。グループホームでは、ヘルパー退勤後一人

で世話人・生活支援員としての業務を行わなければなりません。現宿直職員指導の下、独り立ち

を目指して特訓中です。また、正式に職員として認められるためには日本語の試験に合格しなけ

ればならず、彼女たちにとってはそちらの方が難関のようです。 

「ニホンゴ、ムズカシイ」と言いながら、笑顔で「ガンバリマス」と答える 4人の努力に期待

しています。                                  ＜M＞ 

 

 
 
 

5 月 31 日（土）但馬ドームにて、毎年恒例のグラウンドゴル

フ大会を行いました。今年は利用者さんやボランティアさん等、

総勢 73 名の多くの方にご参加いただきました。 

利用者さんは欠席者もなく、元気な様子で参加してください

ました。利用者さんはもうかなり手慣れた様子で、各コースを

回っておられました。 

ゲーム後の成績発表では大いに盛り上がりました。今年も豪華な景品で、優勝・準優勝はもち

ろん、それ以外の方にも景品があり、皆さんとても喜んでおられ、楽しんでいただけたことと思

います。皆さんそれぞれ景品を抱え、帰路につかれました。年一回の恒例行事、来年も沢山の方々

に参加していただけるよう願っております。 

グループホームＯＨＡＮＡ より 

へルパーステーションはぁと より 

グラウンドゴルフ大会 

編集後記  急に暑い日々が続いております。体調を崩しやすいので体調管理に気を付け

ましょう。                          ＜K＞ 


